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九州工業大学 ･工 甲 斐 昌 一
1. はじめに
種々の系において非常に類似したパターン形成がみられる｡ そこでいくつかの系で我々の研
究結果を報告する予定であったが,都合で今回は液晶の電気流体力学的効果 (EHD;強制パ
ラメータ振動も含む )にみられる構造形成過程についてそのダイナミクスを報告する｡
液晶のEHDでは印加周波数がノ<J｡であれば,外力を増すとともに2次元のロー/レ状の
パターンから始まる一連の転移を-て完全乱流-と発達していく1.)この過程での最初の不安定
性近傍のいくつかの研究結果は既に報告した20)一方f>jcでは空間電荷の蓄積とともに dir-
*)NewelLWhitehead,Segel等のamplitudeequationもこの様な考え方に沿った試みと言える｡
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